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● 蓋プレートについたピンにバイオフィルムを形成させることで、簡便かつ迅速に多検体一斉評価が 

可能な抗バイオフィルム活性評価方法（形成阻害および殺菌活性）を開発することに成功。 

 

 

 

 

 
 

● 本研究では新たにバイオフィルム除去活性評価法（バイオフィルムを取り除く）の開発を行い 
抗バイオフィルム剤開発のために必要な全ての評価系（下図）の確立を目指した。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

● 上記２法の検出方法及び試験手順を応用することで、除去活性の評価に成功。 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
● 新たに開発したバイオフィルム除去活性評価法より、形成阻害・殺菌・除去の３種類の活性評価が可能に。

今後、食品抽出物や各種製剤に対し、口腔病原菌や環境汚染菌の抗バイオフィルム活性評価を実施。 

⇒さまざまな商品開発への適用が可能！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

９６ピン付きマイクロプレートを用いた抗バイオフィルム活性評価方法の開発 

および新規バイオフィルム除去活性評価への適用 

①バイオフィルム形成

②被検薬剤へ曝露

③残存バイオフィルムの
ＣＶ染色

④ＣＶ抽出・590 nm
吸光度測定･除去率算出
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＜薬剤の併用効果を調べる試験＞ 

 

◎バイオフィルムとは・・・ 
  ・微生物および多糖類等の代謝物から構成された付着性の高い塊。 
  ・菌体が保護されながら壁等に付着しているため、殺菌洗浄が困難。 
  ・そのため、抗バイオフィルム（形成阻害、殺菌、除去）剤が必要。 
  ・一方、抗バイオフィルム活性の簡便な評価系はこれまで無かった。 
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３つの評価試験で 
評価可能な菌の例 
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製品例 ３種類の評価試験 
 

開発した抗バイオフィルム活性評価系と技術移転   

・形成阻害活性を評価可能 

（クリスタルバイオレット（ＣＶ）で 

ＢＦを染色） 

・殺菌活性を評価可能 

（ＷＳＴ法により生菌を検出） 

当所がこれまでに開発した抗バイオフィルム活性評価方法及び本研究の目的  

方法：左記試験から得られた有効な薬剤濃度 

（MBEC）をもとに、チェッカーボード法 

にて FIC index を算出し、併用効果を評価。 

方法：ピンに形成した黄色ブドウ球菌バイオフィルムを 

各薬剤を段階希釈した水溶液に 10 分間曝露後 

ピンに残存したバイオフィルムを染色し除去率を算出。 

・ピンを菌液に浸漬して培養し 
バイオフィルム（ＢＦ）を形成 
 

（株）同仁化学研究所 
◎バイオフィルム形成量・形成阻害測定キット 
◎バイオフィルム薬剤効果測定キット 

結果：SDS とパルミチン酸 K で相乗効果を確認 

ＢＦ形成中に薬剤に曝露  

ＢＦ形成後に薬剤に曝露 

形成阻害活性 殺菌活性 除去活性 

殺菌する 作らせない 分解・取り除く  

菌が死滅 

阻害剤 

本研究 

殺菌剤 除去剤 

結果：オレイン酸 K が最も低濃度で除去 

企業からの受託研究：５件 
 
論文 : Tsukatani et al（2016） 
Journal of Microbiology, Biotechnology  and 
Food Sciences , 6(1) : 677-680 他数件 

評価キット製品化 

プラーク（バイオフィ
ルム）の形成を予防・
除去する製品   

バイオフィムを標的として
殺菌、洗浄する製品 

試験手順 

FIC index 判定

0.50 相乗効果

1.1 不関

0.56 相加効果

　評価基準：相乗（≦0.5）, 相加（0.5＜　≦1.0）,

　　　　　　　 不関（1.0＜　≦2.0）, 拮抗（2.0＜）

組み合わせ

SDS＋パルミチン酸K

SDS＋オレイン酸K

オレイン酸K＋パルミチン酸K


